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12
月
定
例
会
に
は
、
一
般
会
計
予
算
を

８
２
０
８
万
１
０
０
０
円
増
額
す
る
補
正
予
算

案
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　

国
が
令
和
元
年
10
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
制
度
で
は
、
幼
稚
園

類
似
施
設
が
対
象
外
と
な
り
、
本
市
に
お
い
て

は
「
ひ
か
り
幼
稚
舎
」
が
無
償
化
の
対
象
外
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
議
会
で
は
、
本
市
の
幼
児
教
育
の
重
要
な

役
割
を
担
う
施
設
で
あ
る
「
ひ
か
り
幼
稚
舎
」

が
無
償
化
の
対
象
と
な
る
よ
う
に
、
令
和
元
年

７
月
臨
時
会
に
お
い
て
、「
幼
児
教
育
・
保
育

の
無
償
化
制
度
に
関
す
る
意
見
書
」
を
全
会
一

致
で
可
決
し
、
国
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
に
お
い
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通

じ
て
、
国
や
県
に
対
し
働
き
か
け
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
幼
稚
園
類
似
施
設
は
対
象
外
の
ま

ま
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
市
と
「
ひ
か
り
幼

稚
舎
」
が
協
議
を
重
ね
た
結
果
、「
ひ
か
り
幼

稚
舎
」
が
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を

実
施
し
、
こ
の
事
業
を
本
市
が
委
託
す
る
こ
と

に
よ
り
支
援
を
行
い
、
保
護
者
の
保
育
料
の
負

担
軽
減
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
ひ
か
り
幼
稚
舎
」
で
は
、
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
育
児
相
談
や
週
１
回
の

園
庭
解
放
、
月
１
回
の
子
育
て
講
習
会
な
ど
が

実
施
さ
れ
、
地
域
の
未
就
園
児
の
親
子
の
交
流

や
相
談
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
旧
中
山
道
の
舗
装
道
等
補
修
工
事

　

旧
中
山
道
は
、
延
長
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

歴
史
的
景
観
道
路
と
し
て
整
備
し
て
い
ま
す
が
、

完
成
か
ら
20
年
近
く
経
過
し
、
舗
装
の
劣
化
が

進
行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
た
び
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
の
ル
ー
ト
に
選
定
さ

れ
た
こ
と
を
機
会
と
し
て
と
ら
え
、
工
事
期
間

や
財
政
負
担
を
考
慮
し
な
が
ら
、
２
か
年
で
の

工
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
補
正
予
算

で
は
、
中
山
道
蕨
宿
本
陣
跡
交
差
点
か
ら
、
錦

町
１
町
目
交
差
点
ま
で
の
約
５
８
０
メ
ー
ト
ル

を
改
修
し
ま
す
。

11
月
27
日　

開　

会

　

市
長
報
告
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
総
務
・
環
境

福
祉
経
済
・
教
育
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会
が

閉
会
中
に
行
っ
た
調
査
活
動
に
つ
い
て
、
委
員

長
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

11
月
29
日　

質　

疑

　

人
事
案
１
件
を
推
薦
と
し
た
ほ
か
、
提
出
議

案
に
対
す
る
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

12
月
2
日
〜
4
日   

委
員
会

　

総
務
・
環
境
福
祉
経
済
・
教
育
ま
ち
づ
く
り

常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
議
案
の
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

12
月
11
日
〜
13
日  

一
般
質
問

　

市
政
の
重
要
課
題
を
14
人
の
議
員
が
そ
れ
ぞ

れ
取
り
上
げ
、
執
行
部
の
見
解
を
問
い
ま
し
た
。

（
4
〜
11
ペ
ー
ジ
参
照
）

12
月
17
日　

閉　

会

　

最
終
日
に
は
、
市
長
提
出
議
案
８
件
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
た
ほ
か
、
議
員
提
出
議
案
３

件
を
可
決
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

12
月
定
例
会
の
概
要

令
和
元
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

市長提出議案９件を
　　　　　　原案可決・推薦
地域子育て支援センター事業委託料や旧中山道の舗装道等
補修工事を含む一般会計補正予算を全会一致で可決

地域子育て支援センター事業を実施している
「ひかり幼稚舎」
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 令和元年12月定例会における議案等に対する賛否結果
議案番号 議案名 令政

クラブ 共産党 公明党 立憲
民主党

無所属
（三輪議員）

無所属
（小林議員）

無所属
（榎本議員）

日本
維新の会 結果

議案第59号 公益的法人等への職員の派遣等に関する条例 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 原案可決
議案第60号 蕨市公共下水道事業の設置等に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第61号 蕨市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部を改正する条例 ○ 退席 ○ ○ ○ ○ × × 原案可決

議案第62号 市長及び副市長の諸給与支給条例及び蕨市教育委員
会教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 原案可決

議案第63号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第64号
蕨市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関
する条例及び蕨都市計画事業錦町土地区画整理事
業施行規程を定める条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第65号 令和元年度蕨市一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第66号 令和元年度蕨市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第67号 人権擁護委員候補者の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 推　　薦
議員提出議案
第７号 児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議員提出議案
第８号

「あおり運転」に対する厳罰化とさらなる対策の強
化を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議員提出議案
第９号

太陽光発電の適切な導入に向けた制度設計と運用
を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

※議案第59号・61号・62号・63号・65号については質疑が、議案第61号・62号については討論が行われました。
　質疑・討論の詳細内容は蕨市ホームページの「ようこそ蕨市議会」からご覧になることができます。

　

国
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
取
り

組
み
の
推
進
を
強
く
求
め
る
。

１
「
し
つ
け
と
称
す
る
体
罰
は
要
ら

な
い
」
と
い
う
認
識
を
社
会
全
体

で
共
有
で
き
る
よ
う
周
知
啓
発
に

努
め
、
検
討
を
進
め
る
と
し
て
い

る
民
法
上
の
懲
戒
権
や
子
ど
も
の

権
利
擁
護
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
、

速
や
か
に
結
論
を
出
す
こ
と
。

２
学
校
に
お
け
る
虐
待
防
止
体
制
の

構
築
や
警
察
と
の
連
携
強
化
、
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
配
置
の
た
め

の
財
政
的
支
援
を
行
う
こ
と
。

「
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」

議
員
提
出
議
案
第
７
号

12月定例会では３つの意見書を全会一致で可決し、
蕨市議会の意思として内閣総理大臣や国の関係機関に提出しました。

３
虐
待
防
止
の
た
め
の
情
報
共
有
シ

ス
テ
ム
を
全
て
の
都
道
府
県
・
市

町
村
で
速
や
か
に
構
築
が
で
き
る

よ
う
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、

全
国
統
一
の
運
用
ル
ー
ル
や
基
準

を
国
が
速
や
か
に
定
め
る
こ
と
。

４
児
童
相
談
所
と
婦
人
相
談
所
等
と

の
連
携
を
強
化
し
、
児
童
虐
待
と

Ｄ
Ｖ
の
双
方
か
ら
親
子
を
守
る
体

制
強
化
を
進
め
、
児
童
相
談
所
の

体
制
整
備
や
、
妊
娠
出
産
か
ら
子

育
て
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

行
う
日
本
版
ネ
ウ
ボ
ラ
の
設
置
推

進
を
図
る
こ
と
。

　

国
に
対
し
て
、
太
陽
光
発
電
の
適

切
な
導
入
に
向
け
て
、
次
の
通
り
要

望
す
る
。

１
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措
置

法
に
基
づ
く
事
業
計
画
の
認
定
に

当
た
り
、
一
定
規
模
以
上
の
案
件

に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
へ
の
事

前
説
明
を
発
電
事
業
者
に
義
務
付

け
る
と
と
も
に
、
そ
の
具
体
的
な

手
続
き
を
事
業
計
画
策
定
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
明
記
す
る
な
ど
、
地
域

住
民
と
の
関
係
構
築
の
た
め
に
必

要
な
取
組
を
行
う
こ
と
。

２
太
陽
光
発
電
設
備
が
災
害
時
に
斜

面
崩
落
を
誘
発
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
ま
た
、
美
し
い
里
山
や
田

園
の
景
観
を
破
壊
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
設

置
に
係
る
基
準
の
見
直
し
を
早
急

に
行
う
こ
と
。

３
発
電
事
業
終
了
後
に
太
陽
光
発
電

設
備
の
撤
去
及
び
適
正
な
処
分
が

確
実
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
発
電
事

業
者
に
よ
る
廃
棄
費
用
の
積
立
て

の
仕
組
み
や
、
回
収
さ
れ
た
太
陽

光
パ
ネ
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
仕
組

み
の
確
立
に
向
け
た
取
組
を
進
め

る
こ
と
。

　

国
に
対
し
て
、
次
の
事
項
に
早
急

に
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

１
「
あ
お
り
運
転
」
の
規
定
を
新
た

に
設
け
、
厳
罰
化
に
つ
い
て
は
、

危
険
運
転
を
行
っ
た
場
合
の
み
で

も
厳
し
く
処
罰
さ
れ
る
海
外
の
事

例
な
ど
も
参
考
と
し
な
が
ら
、
実

効
性
の
あ
る
法
改
正
と
な
る
よ
う
、

早
急
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
。

２
運
転
免
許
更
新
時
の
講
習
は
、
こ

れ
ま
で
の
交
通
教
則
に
よ
る
講
習

に
加
え
、
あ
お
り
運
転
等
の
危
険

性
や
、
そ
の
行
為
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
こ
と
及
び
そ
の
違
反
行
為
に

「『
あ
お
り
運
転
』に
対
す
る
厳
罰
化
と
さ
ら
な
る
対
策
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」

議
員
提
出
議
案
第
８
号

対
し
て
は
取
り
締
ま
り
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
の
講
習
も
行
う

こ
と
。
ま
た
、
更
新
時
講
習
に
使

用
す
る
教
本
や
資
料
な
ど
に
、
こ

れ
ら
の
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
。

３
広
報
啓
発
活
動
は
、
あ
お
り
運
転

等
の
行
為
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

取
り
締
ま
り
の
対
象
と
な
る
こ
と

や
、「
あ
お
り
運
転
」
を
受
け
た

場
合
の
具
体
的
な
対
処
方
法
な
ど
、

警
察
庁
及
び
都
道
府
県
警
察
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
広
報

紙
な
ど
を
効
果
的
に
活
用
し
、
周

知
に
努
め
る
こ
と
。

「
太
陽
光
発
電
の
適
切
な
導

入
に
向
け
た
制
度
設
計
と
運

用
を
求
め
る
意
見
書
」

議
員
提
出
議
案
第
９
号




